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春季消防演習 ②③ 

まちのわだい ④～⑦ 

6月19日は輓馬大会です ⑧  

お元気ですか？保健師です！⑬ 

春季消防演習 ②③ 

まちのわだい ④～⑦ 

6月19日は輓馬大会です ⑧  

お元気ですか？保健師です！⑬ 
春の収穫 ぜんまい揉み 

海藤春子さん（真木野） 
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まちのわだい  まちのわだい  

.

　４月17日(日)、ラジコン飛行機でスピードを競う若

鮎パイロンレース全国大会が小国川河川敷の多目的広

場(富田)を会場に商工会青年部(斎藤匠部長)や若鮎ラ

ジコンクラブ(澤内義明代表)の企画で行われました。 

　去年11月に完成した広場の落成記念を兼ねた今大

会には、全国各地から愛好者が訪れ、迫力あるレース

や華麗な航空ショーを繰り広げました。 

　レースは、125メートル間隔で設置された２本のポ

ールの周りを10周し、順位を競うもので、時速約

150キロに及ぶスピードで急旋回する飛行機の迫力に、

観客は見入っていました。  

　レースの合間に行われたショーでは大きさ約３メー

トルのカラフルな大型飛行機が次々に登場。愛好者が

低空飛行や空中停止、旋回など自慢の技を披露しまし

た。 

　第51回山形県縦断駅伝競走大会が４月27日か

ら３日間、11チームが参加し28区間、２９５．９㎞

に健脚を競い合いました。 

　今年から新たに設けられた中学生区間、亀岡文

殊参道口～高畠町文化ホール(第25区３㎞)を舟形

中学校３年生の渡辺慎吾くん(沖の原)が新庄・最

上チームの大きな期待を背負って力強く走り抜き

ました。 

　当日は慎吾くんの両親、親戚そして武田吉雄町

議会議員、伊藤教育長などがのぼりを持って応援

に駆けつけました。 

　桜舞う「まほろばの里」を一瞬の内に駆け抜け

た慎吾くんは「練習通り走ることが出来ました」

と力を出し切り、満足した様子。今後の慎吾くん

の活躍が期待されます。 

　公募と選任の10名で構成される「まちづくり審

議会」の第１回会議が、４月20日開催され、協働

のまちづくりへの新たな第１歩が踏み出されました。 

　５月16日に開催された第２回会議では、町民と

の協働のまちづくりの進め方、あり方等を委員で

確認し、今後のまちづくりの考え方を話し合いま

した。 

　今後は、月１回の定例会と随時に開かれる臨時

会を開催。「町民の声に基づく施策」の協議や事

業の優先順位からその後の評価まで、協働のまち

づくりの主軸として審議を重ねていきます。 

　なお、審議会会長に伊藤宏氏（舟形４）、会長代

行に阿部弘明氏（洲崎）が選任されました。 

　５月１日(日)、新庄市の最上公園で毎年

行われる「カド焼き」まつりに、舟形町

神輿保存会の担ぎ手約50人が“新庄まつ

り250周年記念の協賛アトラクション”の

ゲストとして参加しました。  

　満開の桜の中に現れた神輿の雄大さと

担ぎ手の迫力に、周囲の視線は終始釘付け。

「どっこい、どっこい」の掛け声と共に

会場は熱く沸き上がり、まつりを盛り上

げました。   

　舟形町神輿保存会には現在５団体約200

名が加盟し、町内外のまつり等を盛り上

げています。 

　５月11日(水)、中央公民館に於いて山形財務事務所
主催の財務行政懇話会が開催され、50名余りが参加し
ました。 
　「わが国の財政・金融情勢について」と題した市橋
広志財務事務所長の講演は、日本経済の動向を分析し
た上で「改革には歳入確保と歳出削減以外に道はなく、
三位一体の改革が大きな課題」と専門的な内容ながら
分かりやすく説明。 
　講演後の質疑応答でも「インフレ政策はとれないか」
や「消費税の行方は」などと活発な内容となりました。 

わ だ い ①  

わ だ い ②  

わ だ い ⑤  

わ

だ

い

④

 

わ

だ

い

③

 

わ だ い ③  

150キロのスピードレース 

カド焼きまつりを盛り上げた 
舟形の神輿 

渡辺慎吾くんが新設された中学生区間を力走！ 

まちづくり審議会始動 

　
町
民
と
行
政
の
架
け
橋
で
あ
る
行
政
相 

談
員
に
、
４
月
１
日
付
け
で
伊
藤
宏
さ
ん 

（
舟
形
４
）
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
相
談
員
は
、
役
所
に
関
す
る
仕
事
に
つ 

い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
要
望
、 

意
見
等
を
聞
い
て
改
善
す
る
よ
う
に
働
き 

か
け
る
の
が
仕
事
で
す
。
相
談
は
無
料
で 

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

◆伊藤　久美です 
◆Ｓ．５９．１０．６ 
◆現在の職業は…生涯学習センター 
　に勤務しています  
◆将来の夢は…しあわせな家庭。  
◆特技は…特技とまでは行きません 
　が料理を少々…。エビチリが得意 
　です(^_^)v 
◆ﾏｲﾌﾞｰﾑは…「ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝのﾒﾛﾝﾊﾟﾝ」 
　これが美味しいんです。 
◆今したい事…温泉に行きた～い� 
◆町の良いところは…のんびりして 
　いるところ。あいさつなど地域の 
　触れあいがあるところですね。  
◆久美ちゃんから一言…同級生のみ 
　んなに、成人式で会えるのを楽し 
　みにしてるよ。 

　５月12日の「民生児童委員の日」に、全24名 
の民生児童委員が各小中学校前であいさつ運動 
をしました。（写真は長小前） 

　例年よりも１週間ほど遅い田植えが、 
町内各地で始まりました。（堀小５年生） 

１日財務事務所開催 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

camera
  angle

camera
  angle

た
す
く 

広報ふながた17.５｜45｜広報ふながた17.５



. .

　４月25日(月)、県民と直接対話し、意見などを県政

に生かす齋藤知事の「出前知事室」が福寿野公民館で

開かれました。 

　齋藤知事は、井上清一さん(福寿野)の牛舎とたい肥

舎を視察した後、公民館で福寿野にら生産組合のメン

バーや地区の農業関係者ら16名と懇談。農業の規模

拡充が抱える問題や後継者問題などについて意見を交

わしました。 

　終わりに、地元のニラのおひたしなどを試食し、「こ

んな美味しいニラは県内外の多くの人に食べてもらい

たい。これからも頑張って栽培して欲しい」「地域や

町村が元気になることが、山形県全体の発展に繋がる」

と話しました。 

　先月どぶろく製造の許可を受けていた斉藤好春

さん(内山)が、５月21日(土)いよいよ仕込みに入

りました。 

　今回仕込んだのは、古代米を混ぜた約70㍑。

完成までにかかる期間は２週間程度で、６月17日

には製造所（自宅）と小国川観光（十二河原）で飲む

ことが出来るようになり、量り売りも行われます。

 　町が「どぶろく特区」に認定されてから半年 。

３種類の免許を取得し、やっと皆さんの口に届け

ることが出来ます。 

　「今後、町内の飲食店や若あゆ温泉でも飲める

ように出来れば、皆さんにも喜んでもらえるので

は」と語る斉藤さん。 

　どぶろくを使った特産品の開発なども考えてお

り、町おこしに一役買いそうな予感です。 

わ だ い ⑥  

わ だ い ⑦  

わ だ い ③  

齋藤県知事　福寿野で懇談 

　
毎
年
、
十
二
河
原
周
辺
と
え
ん
じ
ゅ
荘
周
辺
の 

ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い
る
舟
和
会
職
員 

まちのわだい  まちのわだい  

　今年は４年ぶりに豪雪対策本部が設置

されるなど、例年にない大雪にみまわれ、

雪国の厳しさを改めて感じさせられた冬

でした。 

　そんな中、隣近所の助け合いがお年寄

りの暮らしを助けたケースがありました。

自宅の除雪だけでも大変な中、高齢者宅

の除雪をボランティアでして下さった方々

を紙面で紹介いたします。 
 
伊藤　光信（　野　）　　伊藤　光一（　野　）
伊藤　紘樹（　野　）　　八鍬　　仁（長　尾）
伊藤　悦郎（大　平）　　野尻美喜雄（大　平）
伊藤　勇夫（大　平）　　�橋　嘉範（舟形３）
佐藤　常勇（沖の原）　　阿部　三男（西　堀）
真見伊代二（西　堀）　　岸　　正男（西　堀）
斉藤　　覚（小　松）　　斎藤　和子（富田１）
加藤冨士義（富田１）　　森　　　晃（富田１）
�橋　光明（富田１）　　加藤　繁治（富田２）
安達與一郎（瀬　脇）　　伊藤　秋夫（堀　内）
澤内　敏子（洲　崎）　　森　　秀一（洲　崎）
竹澤満壽男（実栗屋）　　
　　 
　名前の掲載されていない方で、除雪の

ボランティアをして下さった方も多数い

らっしゃると思います。皆様方のあたた

かい心と行動に感謝いたします。 

　校庭の桜が芽吹き始めた４月29日(金)、舟形中

学校大運動会が行われ、青と赤の２組に分かれた、

220名が熱戦を繰り広げました。  

　各競技後、陣屋に戻ってくる仲間に、勝っても

負けても“よく頑張ったぞ～！”と拍手して、み

んなでアーチをつくり出迎える光景は、両軍とも

見ていてとても気持ちのよいものでした。 

　朝のうちは咲き始めだった桜も、日中の好天候

で、運動会が終わる頃には５分咲きぐらいまでに

花が開き、両軍の一致団結した姿に健闘を讃えて

いるようでした。 

　結果は、抜きつ抜かれつの大接戦の末、青組が

優勝しました。 

わ

だ

い

⑨

 

わ

だ

い

⑧

 

雪国の助け合い 
Power  of  Youth!  
　　　　　～限界という壁を越えて～ 

　毎年、地域の水路をゴミ拾いして 
くれている高橋光明さん（富田１） 

　１３年前から続いている、堀内小学校の児童 
と堀内長寿会の合同清掃活動。(5/12)

　
そ
の
他
に
も
各
町
内
会
や
団
体
で
ゴ
ミ 

拾
い
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い 

ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
活
動
が
、
地
域 

を
き
れ
い
に
し
、
住
み
よ
い
町
に
し
て
い 

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
心
な
い
人
が
捨
て
て
い
く
ゴ
ミ
に
　
心 

あ
る
活
動
で
対
処
し
　
ク
リ
ー
ン
な
町
を 

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!!
 

※どぶろくを製造するには税務署の許可が必要です。 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
!!
 

今後の予定 
17日／販売開始 
19日／東北輓馬大会にて販売（一の関河川敷)

広報ふながた17.５｜67｜広報ふながた17.５



.

　国土利用計画法に基づく土地取引については、 

原則として、契約（予約を含む）締結後に届出が 

必要です。 

届出 
不要 

届出 
必要 

（イ＋ロ＋ハ＋ニ）≧ー定面積 

（い＋ろ＋は＋に）≧ー定面積 

<一団の土地取引>

売る人 
 
 
甲さん 

（土地） 
（イ） 
（ロ） 
（ハ） 
（ニ） 

買う人 
　Ａさん 
　Ｂさん 
　Ｃさん 
　Ｄさん 

売る人 
甲さん 
乙さん 
丙さん 
丁さん 

（土地） 
（イ） 
（ロ） 
（ハ） 
（ニ） 

　買う人 
 

Ａさん 

イ 

い ろ 

に は 

ロ 

ニ ハ 

役場まちづくり課 企画財政班　�（32）2111  内線20

　みんなが自分勝手に土地を利用し、自分の利益 

だけを考えて投機的な土地取引を行ったらどうな 

るでしょうか？土地問題解決のためには国民のみ 

なさん一人一人に土地の公共性・社会性を守って 

いただく必要があります。 

　平成元年にできた土地基本法は、土地対策を進 

めていくにあたって、国民共通の認識とすること 

が必要な基本的な４つの考え方を土地についての 

基本理念として定めています。 

�　土地については公共の福祉が優先します。 

�　土地は適正な計画に従って利用されなければ 

　　なりません。 

�　土地は投機的な取引の対象にしてはなりませ 

　　ん。 

�　土地の価格が道路・鉄道の整備や、人口・産 

　　業の動向などによって増加する場合には、そ 

　　れによって得られた利益に応じ、適当な負担 

　　が求められるべきです。 

　国土利用計画法はこうした考え方に基づき、土 

地の投機的取引や地価の高騰を抑制し乱開発を防 

ぐため、土地取引について届出制を設けています。 

一定面積以上の土地の取引をした時は、この法律 

により知事等に届け出なければならないことに 

なっています。 

第16回輓馬写真コンクール開催 

【題　材】当日撮影した輓馬競技及び馬、人、自然に関する作品 

【サイズ】カラープリントキャビネ版以上四つ切りワイドまで  

        　　 (スライド又はデジタルの方はプリントにして提出して下さい) 

【　賞　】グランプリ１点、優秀賞３点、入賞３点  

【締　切】７月22日(金)まで必着 

【対　象】出店希望の町内の方 

【申込み】役場振興課　農業観光班 

　　　　　�32ー2111　内線27・28 

【締　切】６月10日(金)まで 

【注意事項】ゴミ等は持ち帰りとします  

出店者募集 

日 時   ６月19日（日） 
　　　   <午前９時～>

会 場   一の関河川公園 

雨天決
行 

 現在手当を受けている方へ 

 現在手当を受けていない方へ  

　義務教育就学前の児童を養育している方で、16年中 

の所得が下表の限度額内の方は支給対象となります。 

【申込み方法】 

　①印鑑、②養育者名義の通帳、を持参の上申請して 

　下さい。（公務員の方は勤務先に申請して下さい。） 

【申込み・問い合わせ先】 

　役場町民課 健康福祉班（�32ー2111 内線18） 

扶養親族等の数 

０ 人  

１ 人  

２ 人  

３ 人  

４ 人  

５ 人  

3 0 1  

3 3 9  

3 7 7  

4 1 5  

4 5 3  

4 9 1

4 6 0  

4 9 8  

5 3 6  

5 7 4  

6 1 2  

6 5 0

国民年金の加入者 

所得限度額（万円） 

厚生年金等の加入者 

　毎年６月は児童手当現況届けの提出期間です。６月 

初旬に提出用紙を送付しますので忘れず提出して下さ 

い。また、６月以降に会社を退職したり、厚生年金な 

どを脱退した方は忘れずにご連絡下さい。 

　町立保育所では、入所児童のうち、通 

常保育時間（午前８時～午後４時）を超 

えて保育を希望される方へ、下記の料金 

で延長保育を実施しています。 

朝／午前７時30分～午前８時30分 

晩／午後４時～午後６時30分 

 ※延長保育を希望する方は、申請書を提 

出して頂くことになりますが、申請書の 

提出がなくても、通常保育時間（午前８ 

時～午後４時）を超えた場合は日額料金 

を頂くことになりますのでご了承下さい。 

　また、保育料及び一時保育料について 

は変更ありません。 

 【申込み・問い合わせ先】 

役場町民課 健康福祉班及び保育班 

　　　　　　（�32-2111 内線18・90） 

延長保育料が４月１日より 
　　　一部変更になりました 

１日～15日の場合　　　朝　  100円 
　　　　【日額】 　　  晩       〃　 

16日以上の場合　　　　朝　1,500円 
　　　　【月額】  　　 晩　2,000円 

利用日数 利用料金 

第19回 東北輓馬競技舟形大会 第19回 東北輓馬競技舟形大会 

第15回輓馬写真コンクールグランプリ作品回輓馬写真コンクールグランプリ作品 
「気合い」斉藤　宏「気合い」斉藤　宏（秋田県仁賀保町）秋田県仁賀保町） 
第15回輓馬写真コンクールグランプリ作品 
「気合い」斉藤　宏（秋田県仁賀保町） 

広報ふながた17.５｜89｜広報ふながた17.５



ま 

ご 

く
れ
な
い
け
む 

び
ん 

い 

つ 

ち
ゅ
う 

は
は
こ 

み
な
も こ

で
ま
り 

か 

と 

き 

は
ら 

む 

よ 

べ 

     

　
子
供
た
ち
が
減
る
一
方
で
、

私
が
思
う
こ
と
で
す
け
ど
、
周

り
に
同
じ
年
頃
の
子
を
も
つ
親

が
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
小
学
校

の
入
学
式
や
卒
業
式
に
は
子
ど

も
の
服
を
ど
う
す
る
か
？
と
か
、

親
の
服
は
着
物
に
す
る
か
洋
服

に
す
る
か
？
と
い
う
事
を
相
談

す
る
人
が
い
ま
せ
ん
。 

　
「
子
育
て
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど

の
そ
う
い
う
こ
と
を
言
え
る
場
・

教
え
て
も
ら
え
る
場
が
あ
っ
た

ら
な
と
思
い
ま
す
。 

　
「
ふ
れ
あ
い
育
児
の
広
場
」

で
何
人
か
の
マ
マ
さ
ん
と
仲
良

く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

学
区
が
違
う
の
で
、
深
い
話
し

を
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。 

             

　  

（
匿
名
希
望
） 

 

▼
周
り
に
子
ど
も
の
遊
び
仲
間
、

子
育
て
仲
間
が
少
な
い
と
い
う

現
状
は
、
少
子
化
の
大
き
な
課

題
で
す
。 

　「
ふ
れ
あ
い
育
児
の
広
場
」
は
、

そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

互
い
に
意
見
交
換
し
や
す
い
場

に
な
る
よ
う
さ
ら
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
子
育
て
の
悩
み
を
少
し
で

も
解
消
し
て
も
ら
え
た
ら
と
願

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
集

ま
る
い
ろ
い
ろ
な
場
で
互
い
に

周
り
の
人
に
も
声
を
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
同
じ
思
い
の
人
が

た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。 

　
保
育
所
や
役
場
町
民
課
で
は
、

い
つ
で
も
子
育
て
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
広
報
紙
で
も
、
「
子
育
て
ひ

ろ
ば
掲
示
板
」
を
設
け
る
な
ど

の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

�(
32)

２
１
１
１(

内
線
19) 

Ｆ
Ａ
Ｘ(

34)

１
０
１
２ 

       
【
町
民
課
健
康
福
祉
班
】 

　
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
「
あ
ゆ
っ
こ
カ
ー
ド
」
が
６

月
よ
り
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
な

り
、
現
在
ご
使
用
の
カ
ー
ド
が

ご
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
現
在
ご
使
用
の
カ

ー
ド
に
た
ま
っ
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
そ
の
段
階
で
換
金
で
き

ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。
（
５

０
０
ポ
イ
ン
ト
に
な
ら
な
く
て

も
１
ポ
イ
ン
ト
１
円
で
。
） 

詳
し
く
は
お
近
く
の
サ
ー
ビ
ス

店
会
加
盟
店
で
。 

     

　
６
月
20
日（
月
）か
ら 

　
　
　
８
月
７
日（
日
）ま
で 

 

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
56
年
に
完
成
し
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
と
し
て
運

営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近
年
、

雨
漏
り
な
ど
老
朽
化
が
進
ん
だ

た
め
、
こ
の
度
改
修
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。 

　
こ
の
工
事
期
間
中
、
『
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
』
は

閉
館
と
な
り
、
皆
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
閉
館
中
は
、
次
の
施

設
を
ご
利
用
下
さ
い
。
利
用
に

関
す
る
予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、

各
施
設
に
直
接
連
絡
し
て
下
さ

い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

◆
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
堀

内
）
／
�(

35)

２
０
０
１ 

◆
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー（
猿
羽
根
山
） 

／
�(

32)

３
４
５
０ 

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
長
沢
）

／
�(

33)

２
５
５
６
　 

◆
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

／
�(

32)

３
５
０
１ 

　今年度次の地区が調査対象となります。 
　準備調査のため６月から調査員が調査対象地区のすべての 
世帯を訪問しますので、ご協力下さい。 
　　調査の予定 
　調査開始　調査対象地区 
　平成17年８月～18年７月　　舟形３３３～２００８番地 
　平成17年11月～18年10月　　富田３２１～１９１４番地 
　　【問い合わせ先】　調査員：斎藤澄子（福寿野）�(32）2393 
　　　　　　　　　　 山形県統計企画課　 �023 (630) 2178

家計調査にご協力お願いします 家計調査にご協力お願いします 

毎年クマに襲われる事故がこの 
時期に多発しています。 
山に行かれる際などは十分注意 
して下さい。 

熊を射止める実栗屋地区民（昭和10年頃） 熊を射止める実栗屋地区民（昭和10年頃） 

クマにご注意!!
  

名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
が
出
窓
に
巣
の
作
り
小
さ
き
玉
子
に
花
び
ら
の
舞
う 

（
さ
ば
ね
山
歴
史
資
料
館
の
格
子
戸
の
中
に
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

曽
孫
生
ま
れ
生
き
て
れ
ば
こ
そ
よ
ろ
こ
び
を
家
族
と
共
に
祝
う
今
日
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
堀
　
内
） 

沿
線
に
紅
烟
る
花
に
酔
ひ
入
り
ゆ
く
故
郷
は
雪
に
籠
り
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

黒
雲
の
漂
へ
る
が
に
背
す
じ
寒
く
反
日
デ
モ
の
若
き
ら
を
視
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

満
開
の
桜
と
こ
ぶ
し
を
瓶
に
活
け
花
見
の
老
ら
歌
競
ひ
ゐ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

荒
川
の
水
面
に
花
弁
敷
き
詰
め
て
終
り
な
き
ご
と
花
吹
雪
舞
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

ホ
ツ
ホ
ツ
と
芽
吹
き
の
楢
の
林
間
に
澄
み
て
鴬
ほ
ほ
じ
ろ
の
声 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

萌
え
出
づ
る
樹
々
に
活
力
み
な
ぎ
り
て
う
す
紫
に
衣
替
え
せ
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

脱
線
事
故
過
去
に
名
前
は
残
れ
ど
も
二
度
と
起
こ
さ
ぬ
保
証
は
誰
が 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

職
員
の
人
事
異
動
の
お
別
れ
会
九
人
の
方
に
花
束
贈
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

若
く
し
て
逝
き
し
母
似
の
姉
は
今
母
越
す
歳
と
な
り
て
も
元
気 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

  

【
千
風
会
「
花
」
】 

福
寿
草
董
小
粉
団
牡
丹
花
と
き
み
愛
し
園
蝶
舞
ひ
出
づ
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

列
島
の
北
へ
北
へ
と
花
ふ
ぶ
き
は
ら
は
ら
さ
く
ら
さ
く
ら
薄
霞 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

落
椿
み
ご
と
に
敷
き
し
む
絨
毯
の
真
紅
の
模
様
子
猫
ぢ
ゃ
れ
ゐ
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

風
わ
た
り
咲
き
満
つ
花
に
宇
返
へ
る
母
子
燕
の
い
の
ち
い
さ
ま
し 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

春
耕
の
音
よ
り
始
む
る
か
ろ
や
か
に
花
を
め
で
つ
つ
農
婦
に
か
へ
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

こ
ぶ
し
花
咲
け
ば
種
蒔
く
季
節
ぞ
か
し
祈
る
実
り
の
光
る
ひ
と
ひ
ら 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

    

幾
重
に
も
か
さ
な
り
つ
つ
に
花
筏
果
て
な
む
旅
の
い
づ
く
へ
ゆ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

  

紙
飛
行
機
梅
ひ
と
ひ
ら
を
入
れ
て
折
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

風
孕
み
川
に
影
置
く
鯉
の
ぼ
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

竿
売
り
や
隣
村
よ
り
春
の
声 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

う
ら
ら
日
や
児
ら
の
戯
れ
い
る
花
む
し
ろ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

ゆ
か
り
の
地
弁
慶
橋
の
桜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

芽
吹
き
初
む
オ
ー
プ
ン
近
し
峠
茶
屋 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

女
子
大
の
晴
着
に
春
の
嵐
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

甘
へ
て
は
な
ら
ぬ
暮
ら
し
や
春
の
雪 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

ち
ょ
っ
ぴ
り
と
梅
の
ふ
く
ら
む
昨
夜
の
雨 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

我
が
心
染
め
て
み
た
い
な
春
の
色 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
菊
　
池
　
忠
　
男
（
光
生
園
） 

春
便
り
出
合
い
触
れ
合
い
暖
か
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
山
　
上
　
貴
　
子
（
光
生
園
） 

桜
散
り
別
れ
を
忍
び
明
日
を
知
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
田
　
中
　
の
ぞ
み
（
光
生
園
） 

た
ん
ぽ
ゝ
が
風
に
ふ
わ

ゝ
舞
っ
て
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

入
学
式
こ
ゝ
ろ
の
弾
む
出
合
い
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

山
々
の
白
く
輝
や
く
雪
景
色 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
玲
　
子
（
光
生
園
） 

根
雪
解
け
大
地
顔
出
す
日
和
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
子
（
光
生
園
） 

雪
解
け
て
花
待
つ
心
す
ゝ
む
酒 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
智
　
一
（
光
生
園
） 

枝
垂
れ
て
水
の
中
ま
で
花
盛
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

待
ち
合
の
遅
れ
し
人
と
さ
く
ら
餅 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

 

.

　13歳から年齢とともに増大する法
律的権利と義務だけでなく、いじめ、
恋愛、セックス、結婚と離婚という人
間関係についても取り上げ、さらには、
暴力と犯罪、アルコールと麻薬、男女
間の不平等、社会的弱者など、いわば
社会の負の面も隠すことなく紹介して
います。 

　世界10カ国で愛読、数百万人が
共感した子育ての智恵本。 
　育児書というより、すべての大
人に読んで欲しい「道徳本」とい
う感じがしました。サラッと読め
ますよ。 

舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン 

タ
ー
体
育
館
の
一
時
閉
館 

の
お
知
ら
せ 

運
行
廃
止
の
危
機
、
存
続
へ
ご
協
力
を
。
新
庄
〜
堀
内
線
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
�32ー2111 　25

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

内 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
６月の若あゆ温泉の休館日は、6月８日（水）、22（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
４月のタバコ税は1,865,241円 

　昨年１年間、最上地方で89台の自転車が盗難被害にあってい 

ます。このうち、53台（59.6％）がカギをかけていませんでした。 

　自転車盗で検挙されるのは中学生や高校生が多く、カギがか 

かっていないため出来心から犯行に及んでおり、少年非行の誘 

因にもなっています。自転車には、 

　　「二重ロック」、「記名」、「防犯登録」 
で盗難被害と少年非行を防止しましょう。 

新庄警察署からのお知らせ 

子
育
て
に
対
す
る
意
見
で
す 

サ
ー
ビ
ス
店
会
か
ら
お
知
ら
せ 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あ
な
た
自
身
の
社
会 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
学
教
科
書 

　
　
　
　
　
　
　 

　
（
新
評
論
） 

子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉 

　
　
　
　
　 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
） 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

お
知
ら
せ 

～自転車にカギをかけましょう～ ～自転車にカギをかけましょう～ 

広報ふながた17.５｜1011｜広報ふながた17.５



.

判定基準 

基準 日本糖尿病学会基準（1999） 

 正　常 

109以下 

139以下 

 境界型 

110～125 

140～199

糖尿病型 

126以上 

200以上 

時間 

空腹時血糖値 

２時間値 

４月２日～５月１日届出分 

長　尾 

紫　山 

長者原 

長者原 

86（和　幸） 

80（由太郎） 

95（秀　一） 

69（志保子） 

長　尾 

長者原 

松　橋 

八鍬　塔真 

相馬　志音 

斉藤　斡希 

（　　） 

（　　） 

（　　） 

叶内ハナ子 

藤田ヨネ子 

叶内　　一 

叶内　貞俊 

とうま 

しおん 

あつき 

祐 
久二子 

一　郎 
明　美 

崇　志 
宏　美 

□ご結婚おめでとう ◆ 

□お誕生おめでとう ◆ 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

富田１ 

新庄市 

森　　英利 
（竹村）寛美 

舟形４ 

洲　崎 

佐藤　　拓 
（冨　）　忍 

長　尾 

大蔵村 

八鍬　政幸 
（後藤）恵理 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,321人 

：3,449人 

：6,770人 

：1,909世帯 

（－３） 

（－８） 

（－11） 

（＋１） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男　2,629人 
女　2,826人 計5,455人 

(3／2現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

◆
今
回
の
テ
ー
マ
は 

「
糖
尿
病
（
パ
ー
ト
１
）
」 

　
　
『
７
４
０
万
人
』
こ
れ
は
何
の
数
字
で
し
ょ
う
か
。 

  

正
解
は
全
国
で
糖
尿
病
が
疑
わ
れ
る
人
の
数
で
す
。
そ
の
う
ち

治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
約
半
数
の
３
５
０
万
人
で
残
り
半
数

は
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
近
年
糖
尿
病
は
急
激
に
増
え
、

今
や
国
民
病
と
も
呼
ば
れ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
糖
尿
病
で
は
な
い
が
糖
尿
病
に
な
り
易
い
傾
向
の
人

を
含
め
る
と
１
６
２
０
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
14
年
調
査
） 

   

●
糖
尿
病
の
予
防
が
叫
ば
れ
る
理
由
。  

　
そ
の
①  

糖
尿
病
は
合
併
症
が
怖
い
。 

 

初
期
に
は
身
体
に
感
じ
る
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
糖

尿
病
は
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
原

因
と
な
り
や
す
い
病
気
で
す
。  

　
糖
尿
病
の
三
大
合
併
症 

    

①
神
経
障
害  

②
網
膜
症  

③
腎
症 

　
失
明
の
原
因
と
な
る
病
気
の
ト
ッ
プ
は
糖
尿
病
。
年
々
増
加
し

て
い
る
人
工
透
析
の
原
因
の
第
一
位
も
糖
尿
病
が
占
め
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
　
そ
の
②  

生
活
習
慣
病
と
し
て
の
糖
尿
病  

　
飽
食
の
時
代
、
車
社
会
を
反
映
し
若
い
世
代
に
も
糖
尿
病
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気 

　
人
間
の
体
は
ブ
ド
ウ
糖
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ブ
ド
ウ
糖
は
、
膵
臓
か

ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
助
け
を

う
け
て
筋
肉
や
脂
肪
組
織
に

取
り
込
ま
れ
ま
す
。
イ
ン
ス

リ
ン
は
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖(

血

糖)

を
調
節
す
る
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン

の
分
泌
不
足
や
作
用
不
足
に

よ
っ
て
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が

う
ま
く
利
用
さ
れ
な
く
な
り

血
糖
値
の
高
く
な
っ
た
状
態
が
糖
尿
病
で
す
。 

●
第
４
期
の
糖
尿
病
予
防
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
五
年
後
の 

健
康
確
認
検
診
・
・
今
年
度
は
舟
形
地
区
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
た
と
え
糖
尿
病

が
あ
っ
た
と
し
て
も
重
症
化
を
予
防
で
き
る
と
い
う
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。 

                

●
糖
尿
病
は
早
期
発
見
が
肝
心  

　
健
康
づ
く
り
は
町
づ
く
り
の
基
本
・
・
糖
尿
病
予
防
、
合
併
症

予
防
は
健
康
づ
く
り
の
基
本
と
も
言
う
べ
き
も
の
。
早
め
早
め
の

対
応
が
肝
心
で
す
。 

・検診内容／ブドウ糖負荷試験 

・対象／舟形地区の３５歳以上の方 

・期日／６月１２日(日)・１９日(日) 

・会場／舟形小学校 

舟形地区糖尿病検診 

4
30 　町の検診の特徴 

①糖負荷試験の採血は２回で済むこと。 

②隠れ糖尿病や境界型を発見できること。 

　普段のドック検診（空腹時血糖）では全く 

異常なし・・でも負荷試験では境界型という 

人がかなりみられます。この方は糖尿病の方 

と同じ位、生活上の注意が必要なタイプ。 

　自分の本来の体質を知るための有効な検診 

です。 

町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
 

総務課　No.242
6月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・南部保育所 

・長沢保育所 

９日（木） 

　14日（火） 

15日（水） 

.

平成17年度 

高齢者の交通事故防止広報強化月間 
６月１日（水）～６月30日（木）１ヶ月間 

             

　
舟
形
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
年

の
豪
雪
も
い
つ
の
間
に
か
溶
け
、
や
っ
と

春
ら
し
い
暖
か
さ
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

　
終
わ
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
Ｇ
Ｗ
。
ち
ょ
っ
と
近
場
で
す
が
、
私

は
湯
の
浜
温
泉
に
友
達
と
二
人
で
一
泊
し

て
き
ま
し
た
。
周
辺
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い

た
ら
、
「
庄
内
い
こ
い
の
村
」
と
い
う
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
と
て
も
き
れ
い
な
場
所
を

見
つ
け
ま
し
た
。 

　
私
の
中
で
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
い
え
ば
、

家
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
植
え
て
い
る
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
の
色
、
形
、
大
き
さ
が

あ
る
事
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
渡
す

限
り
、
赤
、
白
、
黄
色
、
紫
、
ピ
ン
ク
な

ど
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
広
が

っ
て
い
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。 

　
泊
ま
っ
た
旅
館
は
「
花
門
」
と
い
い
、

旅
館
と
い
う
よ
り
ホ
テ
ル
み
た
い
な
所
で
、

バ
ラ
の
花
び
ら
が
浮
い
た
お
風
呂
、
洗
顔

料
か
ら
化
粧
水
、
乳
液
ま
で
全
部
揃
っ
て

い
て
、
女
性
に
と
て
も
や
さ
し
い
旅
館
で

し
た
。 

　
夕
食
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
！

フ
ォ
ー
ク
や
ナ
イ
フ
の
使
い
方
な
ど
マ
ナ

ー
が
あ
ま
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
私
た
ち
は
、

料
理
が
出
て
く
る
度
に
ど
う
し
た
ら
い
い

も
の
か
と
悩
み
つ
つ
、
挙
動
不
審
に
な
っ

て
い
る
自
分
た
ち
の
姿
に
笑
い
な
が
ら
も

楽
し
い
夕
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
翌
日
は
酒
田
方
面
を
通
り
、
八
幡
に
あ

る
「
玉
簾
の
滝
」
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

月
山
の
雪
解
け
水
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
豪
快
な
滝
の
流
れ
で
し
た
。
私
が

行
っ
た
の
は
日
中
だ
っ
た
の
で
す
が
、
夜

に
な
る
と
Ｇ
Ｗ
の
間
だ
け
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
て
い
る
こ
と
を
後
で
知
り
、
ち
ょ
っ
と

悔
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
ぜ
ひ
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
春
ら
し
い
天
気
と
と
も
に
、
田
植
え
の

時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
先
日
か
ら
私

も
、
土
入
れ
か
ら
始
ま
り
、
種
ま
き
、
ハ

ウ
ス
作
り
と
、
妹
と
一
緒
に
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
農
作
業
の
際
は
、

田
ん
ぼ
や
川
の
水
が
と
て
も
冷
た
い
の
で
、

風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

下
さ
い
ね
。 
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昨年との 
増　　減 

昨年との 
増　　減 

昨年との 
増　　減 

発生件数 死者数 傷者数 

通 信通 信  通 信  

１．発生件数全体の約半数が国道で発生し、昨年 
　同時期より21件（37.5％）の増加となっている。 
２．交差点以外の単路での発生が101件で62.3％ 
　を占める。（県内では、交差点での事故が半数 
　以上の53.3％） 
３．高齢者（65歳以上）被害の事故は16件で、昨 
　年同時期より４件減少し、高齢ドライバーの原 
　因によるものは15件で、１件減少している。 

◎交通事故の特徴 

舟形橋パーキングで安全運転を呼びかける安協と母の会メンバー 

最上管内交通事故発生状況 
（１月１日～４月30日） 

山形県内 

最上地区 

新 庄 市  

金 山 町  

最 上 町  

舟 形 町  

真室川町 

大 蔵 村  

鮭 川 村  

戸 沢 村  

市町村 
区分 

（
新
庄
市
） 

重点事項 
☆人も車も自転車も　『しっかり止まって　はっきり確認』 

☆道路横断は手（旗）で合図　『わたる意志を伝えよう』 

☆車に乗ったら（同乗者も）　『シートベルト・チャイルドシートの着用』 

☆夜間の外出危険がいっぱい　『必ずつけよう　反射材』 

Vol.56Vol.56
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▼
近
年
ま
れ
に
見
る
大
雪
だ
っ
た
今
年
。
雪

は
す
っ
か
り
消
え
た
も
の
の
、
「
田
植
え
」

「
畑
作
」
「
鮎
の
生
育
」
「
山
菜
の
生
育
」
な

ど
様
々
な
事
に
影
響
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
「
雪
と
の
共
生
」
は
自
然
と
共
に
暮
ら
す

舟
形
人
の
宿
命
で
あ
り
、
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。 

　
今
回
の
表
紙
か
ら
は
、
そ
ん
な
厳
し
い
冬

を
越
え
�
春
の
収
穫
に
喜
ぶ
�
地
域
の
方
々
の

気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。 
 

▼
助
け
合
い
や
隣
近
所
の
繋
が
り
が
稀
薄
に

な
り
つ
つ
あ
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
本
当
に
必
要
で
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
の
は
『
地
域
住
民
の
力
』
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
今
回
紙
面
で
紹
介
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
個
人
は
ご
く
一
部
で
す
が
、
こ
う
い
っ

た
�
地
域
の
力
�
が
肥
や
し
と
な
り
「
元
気
な

町
」
を
育
て
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
様
々
な
地
域
活
動
に
参
加
し
�
肥

や
し
�
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
さ
） 

 

あとがき 
postscript

　
ホ
タ
ル
は
水
の
き
れ
い
な
小
川
や
水
路
な
ど
自
然
豊

か
な
場
所
に
住
む
昆
虫
で
、
夏
の
風
物
詩
で
す
。
そ
の

ホ
タ
ル
が
一
時
、
絶
滅
の
危
機
と
言
わ
れ
た
時
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
が
高
度
経
済
成
長
の
真
っ
直
中

に
あ
っ
た
昭
和
40
年
代
。
生
活
排
水
が
直
接
川
に
流
れ

込
み
、
農
薬
を
大
量
に
使
用
し
た
た
め
で
し
た
。 

　
近
年
、
集
落
排
水
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
生
活
排
水
が

直
接
川
に
流
れ
込
む
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
農
薬
に
つ

い
て
も
環
境
や
生
態
系
に
配
慮
し
た
も
の
に
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ホ
タ
ル
も
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所

は
「
ホ
タ
ル
の
里
」
と
呼
ば
れ
、
地
元
の
方
々
の
努
力

に
よ
っ
て
環
境
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
舟
形
町
で
も
「
ホ
タ
ル
の
里
」
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
長
沢
地
区
や
堀
内
地
区
の
一
部
で
多
く
の
ホ
タ

ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
は
人
里
か
ら
離
れ

た
場
所
に
あ
る
田
園
地
帯
や
山
里
な
ど
で
す
。 

　
ホ
タ
ル
を
観
察
に
行
く
際
は
、
地
元
の
方
々
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
そ
っ
と
観

察
し
ま
し
ょ
う
。
ウ
ラ
技
と
し
て
車
の
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン

プ
を
点
滅
さ
せ
て
い
る
と
、
ホ
タ
ル
が
勘
違
い
し
て
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
し
、
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
に

は
注
意
し
て
下
さ
い
。 

　
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
る
場
所
は
き
れ
い
な
自
然
が

残
っ
て
い
る
場
所
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ホ
タ
ル
は
度
々
、

自
然
環
境
の
指
標
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ホ
タ
ル
が
住
め
る
こ
の
環
境
を
い
つ
ま
で
も
守
り
、

次
世
代
の
子
供
た
ち
に
も
ホ
タ
ル
を
見
せ
て
や
り
た
い

で
す
ね
。 

シリーズ　川・生き・活き その� 

この紙は再生紙を使用しています 

『
ホ
タ
ル
の
里
』 
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